
　2　産業・経済の復興　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

方針①　経済活動の早期再建を支援し、雇用の確保を図ります。

　施策ア　仮設の工場や事務所の整備などにより、被災企業などの早期の事業再開を支援します。

1

◎

H

仮設店舗等貸与事

業

中小企業基盤整備機構が建設する仮

設店舗などを市が借り受けて、中小企

業者に転貸

・支援対象：被災した中小企業者

・建物種類：店舗、事務所及び工場

・建設場所：被災事業者が希望する土

地など

　　綾里黒土田総合運動公園駐車場

　　末崎町小細浦地区

　　大船渡町茶屋前地区

　　大船渡町野々田地区　など

・支援期間：原則入居から2年間

中小企業

基盤整備

機構

市

H23～ 着手済 2

【現状】

・81ヵ所496区画を整備（平成26

年12月末現在）

・完成施設から随時営業を開始

・仮設施設貸与事業の今後の

運営方針を策定（平成27年7

月）

・地権者などの意向により、26

カ所181区画の施設を撤去（平

成29年9月末現在）

・譲渡方針を策定（平成27年11

月）

【課題】

・地権者の意向や公共工事等

のスケジュールに即した施設撤

去の進捗管理

317,975 241,032 76,943 7,564 16,104 22,084 56,791 31,224 21,393 162,815 商工課

2

◎

S

中小企業等復旧・

復興支援事業

（グループ補助金）

複数の中小企業などから構成されるグ

ループが復興事業計画を作成し、認定

を受けた場合に、施設・設備の復旧・整

備に対して補助

・補助率：国1/2、県1/4　（大企業の場

合は国1/3、県1/6）

国・県 H23～ 着手済 4

【現状】

・平成23年度～平成28年度ま

でに61グループ388事業所が採

択となった

・平成29年度は２回の募集が行

われる計画で、１回目の18次で

は、1グループ1事業所が採択と

なった

【課題】

・地域の実情に応じた事業の継

続実施

商工課

　施策イ　雇用環境を改善し、雇用の維持と創出を図ります。

4

○

H 工業用地整備事業

永浜・山口地区工業用地

・県に対する整備促進要望

・セールス活動

・新たな工業用地の整備検討

・新たな土地利用計画の中で検討

県・市 H23～ 着手済 3

【現状】

・永浜・山口地区工業用地は、

県において、平成28年3月に造

成工事が完了、９月から分譲開

始、29年２月から再公募した

が、６月からＩＬＣ利活用検討の

ため公募を一時中断

【課題】

・新たな工業用地の検討及び被

災跡地の利活用

企業立地港

湾課

新 H 産業用地整備事業

企業誘致を行うための産業用地の整備

小河原地区　約3.2ha

市 H29 着手済 4 有

【現状】

・H29.6測量設計完了

・H29.8工事着手

【課題】

・立地予定企業が実施する施

設整備との調整

・近隣で実施する復興事業との

調整

109,430 87,544 21,886 109,430 土地利用課

5

△

S

求職者資格取得支

援事業

求職者が資格取得をする際、受講料の

一部を補助

・上限額：1人につき15,000円

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・対象技能講習を14種類に拡

大

・平成23年度実績：56件（759千

円）

・平成24年度実績：25件（320千

円）

・平成25年度実績：14件（187千

円）

・平成26年度実績：12件（158千

円）

・平成27年度実績：6件（67千

円）

・平成28年度実績：13件（172千

円）

・平成29年度（9月末現在）：1件

（8千円）

【課題】

・事業の周知を徹底する必要が

ある

2,663 2,663 759 320 187 158 67 172 250 250 250 250 商工課

28年度 30年度

事業主体

全体計画

現状と課題

事 業 費(千円）

24年度23年度 29年度

着手済

細分 25年度 26年度 27年度 31年度

進捗状況事業期間

復　興

交付金

事業

区分 事業費(千円）

財源内訳事業名 事業概要

32年度

担当課
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6

△

S

雇用促進奨励支援

事業

事業主

新規学卒者などを6カ月以上常用雇用

した場合、10万円を奨励金として交付

ＵＩＪターン者等

市内企業に就職した場合、1カ月あたり

5,000円分の地域商品券を交付（上限

12カ月6万円）

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・平成23年度実績：14件（1,900

千円）

・平成24年度実績：33件（4,000

千円）

・平成25年度実績：38件（5,600

千円）

・平成26年度実績：36件（5,200

千円）

・平成27年度実績：46件（6,200

千円）

・平成28年度実績：31件（4,500

千円）

・平成29年度（9月末現在）：0件

【課題】

・新たに助成対象となるUIJター

ン者等への制度の周知

52,000 52,000 1,900 4,000 5,600 5,200 6,200 4,500 6,150 6,150 6,150 6,150 商工課

7

△

S

ジョブカフェ気仙支

援事業

ジョブカフェ気仙の運営費を補助

・各種セミナーの開催

・ガイドブックの作成

・女性等就業相談員の配置

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・平成26年12月1日からシーパ

ル大船渡１階に移転し開所中

【課題】

・事業の充実を図る必要がある

28,489 28,489 3,377 2,877 2,181 2,776 2,810 2,812 2,914 2,914 2,914 2,914 商工課

12

△

S

新規漁業就業者育

成支援事業

漁協などが行う新規就業者の就業準備

講習会や座学・実地研修の実施などに

対する支援

漁協 H25～H32 整理・統合等

【現状】

・各種支援制度の周知

・意見交換会を開催

・平成26年度に各漁協で策定し

た地域再生営漁計画に基づき

事業を検討

【課題】

・生産者や漁協などにおける課

題を把握し、事業を展開する必

要がある

水産課

　施策ウ　被災者の復興関連事業への雇用を促します。

23

◎

S 就業支援推進事業

就業支援員による関係機関と連携した

雇用・労働に関する地域課題や相談へ

の対応、企業訪問及び学校訪問をベー

スとした高校生の就職や若年者の職場

定着支援

県 H23～ 着手済 1

【現状】

・就業支援員による学校訪問件

数（県全体）

第1期（H23～H25）：6,772件

第2期（H26～H28）：7,054件

【課題】

・未内定者の就業支援

・若手社員のフォローアップ

商工課

追2

○

S

事業復興型雇用創

出事業費補助

国や地方自治体の補助金や融資を受

けた事業所が、被災求職者を無期雇用

または1年以上の期間で雇い入れた場

合、1人あたり3年間で最大225万円（平

成28年度は120万円）を助成

県 H23～H29 着手済 2

【現状】

第1期認定数

　H23～H25：13,827人

第2期認定数

　H26～H28：4,615人

【課題】

・事業の周知

商工課

　施策エ　既存の借入金と新たな借入金による二重ローンの軽減について、関係機関に働きかけます。

25

◎

S

復興支援ファンド設

立支援事業

二重ローン問題解消に向けた既存債権

の買取を行う復興支援ファンドの設立

を支援

・復興支援ファンドが既存債務を買取

り、既存債務の利子補給を実施し、負

債を一時凍結

    国・県

金融機関

など

H23～ 着手済 2

【現状】

・平成23年10月に復興支援ファ

ンドとして「岩手県産業復興機

構」が、平成24年3月に「東日本

大震災事業者再生支援機構」

が設立された

・市内で岩手県産業復興機構

により26件の債権買取が行な

われた（平成29年9月末現在）

・東日本大震災事業者再生支

援機構による市内の支援決定

件数は22件（平成29年9月末現

在）

【課題】

・関係機関と協力しながら、さら

なる事業の周知を図る必要が

ある

商工課

26

◎

S

水産業共同利用施

設復旧支援事業

（漁協、水産加工業

協同組合など）

漁協や水産加工業協同組合などが有

する共同利用施設の早期復旧、再開に

必要な機器などの整備や施設修繕に

対する補助

漁協、水産

加工業協

同組合な

ど

H23～H28 実施済

【現状】

・各事業実施主体でそれぞれ事

業を実施済。

【課題】

・整備した施設の適正管理

2,742,106 1,827,977 435,535 292,330 186,264 1,179,017 1,056,780 194,403 141,359 170,547 水産課

方針②　産業基盤を再建します。

　施策ア　被災した各種産業の生産基盤などを早期に復旧します。

14
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追4

○

H

共同利用コンテナ

用上屋整備事業

海上コンテナ貨物の一時保管施設及び

施設に付属する太陽光発電設備の整

備

市 H25～H29 実施済

【現状】

・平成25年9月に本事業及び下

記(追5)事業を包含したプロジェ

クトの実施に係る関係機関によ

る調印式を開催

・上屋整備工事が完了

【課題】

・なし

370,932 370,932 10,338 514 6,643 161,767 191,670

企業立地港

湾課

追5

○

H

コンテナヤード附帯

設備等整備事業

被災したコンテナヤード附帯設備など

の整備

・管理棟、税関検査テント、トラックス

ケール、フォークリフト、コンテナヤード

関連設備一式

コンテナ運搬用トレーラーの整備

・トラクターヘッド、海上コンテナ用

シャーシ

大船渡国

際港湾タ

ーミナル

協同組合

H25～H29 実施済

【現状】

・コンテナ用上屋倉庫関連設備

整備済

・コンテナ運搬用トレーラー及び

フォークリフト納品済

・管理棟・トラックスケール完成

【課題】

・なし

270,458 270,458 146,138 27,970 37,365 7,873 51,112

企業立地港

湾課

　施策イ　基盤整備にあたっては、建築物の構造強化や電源対策の推進など、防災機能の向上に配慮するほか、重要施設などへの重点・優先投資を行います。

方針③　水産業の早期再建を図ります。

　施策ア　漁船や養殖施設の共有・共用化、漁業の共同経営化などに対する支援を行います。

31

◎

S

水産業経営基盤復

旧支援事業

漁協などによる養殖施設などの共同利

用施設の一括整備に対する補助

漁協 H23～H29 着手済 4

【現状】

・事業実施主体が事業実施中

【課題】

・整備した施設の適正管理

6,997,539 4,664,913 777,504 777,504 777,618 1,146,634 1,261,398 1,655,004 1,304,966 738,054 732,613 158,870 水産課

追6

○

S

東日本大震災漁業

経営復興特別資金

利子補給

東日本大震災漁業経営復興特別資金

（被災した漁業者などの早期経営再建

を支援するための無利子融資）の償還

に対する利子補給

市 H23～H36 着手済 2

【現状】

・県や関係機関と連携して無利

子融資制度を創設

・資金需要に応じて利子補給承

認を実施中

【課題】

・関係機関との連携による資金

需要への迅速な対応

10,218 10,218 122 932 1,445 1,435 1,329 1,292 1,419 1,220 1,024 水産課

　施策イ　新しい大船渡魚市場を早期に整備します。

　施策ウ　漁業協同組合の経営安定化を図ります。

◎ S

水産業経営基盤復

旧支援事業【再掲】

漁協などによる養殖施設などの共同利

用施設の一括整備に対する補助

漁協 H23～H29 着手済

【現状】

・事業実施主体が事業実施中

【課題】

・整備した施設の適正管理

水産課

　施策エ　地域特産水産物のＰＲや地産地消の取り組みを進めます。

40

△

S

漁業の６次産業化

支援事業

漁業者などによる養殖ワカメなどの地

域水産物の新たな販売モデル事業など

の導入実施に対する支援

漁協 H26～H29 着手済 2

【現状】

・各種支援制度の周知

・ブランド化推進に関する協議

会を開催

・ブランド化推進に関する研修

会へ出席

・平成27年度より地域再生営漁

計画支援事業を実施し、ブラン

ド化推進の取り組みを支援して

いる。

【課題】

・漁協、漁業者と一丸となって事

業展開を図る必要がある

18,262 6,756 11,506 16 1,076 3,684 1,486 4,000 4,000 4,000 水産課

　施策オ　水産関連施設の防災機能の向上を図るほか、集約化などにより効果的に整備します。

42

◎

H

漁港関係施設等復

旧事業

被災した漁船、漁港などへの漂着物な

どの撤去、ガレキ処分

市 H23～H25 整理・統合等

【現状】

・№49海上ガレキ処理事業に統

合

【課題】

・なし

水産課

15
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43

○

H

漁港関係施設等復

旧事業（漁港施設）

被災した防波堤・岸壁・臨港道路など漁

港施設の復旧

県管理：門の浜、大船渡、綾里、越喜

来、崎浜、根白（6漁港）

市管理：碁石、泊里、蛸ノ浦、長崎、合

足、小路、野野前、砂子浜、小石浜、鬼

沢、泊、小壁、増館、吉浜、扇洞、千歳

（16漁港）

県・市 H23～H32 着手済 4

【現状】

・市内全22漁港（県営：6、市営：

16）の本復旧事業に着手

・市営漁港における施設数（186

施設）ベースの着手率は99％

→施設全部の使用を開始した

施設は173施設（一部の使用を

開始した施設を含めると179施

設）

・未発注の施設は、防潮堤工事

と関連している施設であり、防

潮堤工事の進捗を見ながら、随

時発注していく。

・県において、大船渡漁港海岸

と綾里漁港海岸の完了時期を

それぞれH31、H32まで延伸。

【課題】

・効果的な事業推進を図る必要

がある

70,603,131 23,244,837 47,358,294 354,564 2,104,445 12,576,471 12,666,229 9,680,735 9,491,867 9,000,000 8,000,000 6,000,000 728,820 水産課

追7

◎

H

漁港施設機能強化

事業

地盤沈下被害を受けた千歳、扇洞、吉

浜、増館、小壁、泊、鬼沢、小石浜、砂

子浜、野野前、小路、合足、長崎、蛸ノ

浦、泊里、碁石の市営全16漁港の用地

のかさ上げ

市 H24～H30 着手済 4 有

【現状】

・測量・設計委託業務終了

・全16漁港のうち全漁港で工事

着手済→14漁港（扇洞、碁石、

鬼沢、小壁、千歳、増舘、小路、

長崎、合足、小石浜、砂子浜、

泊里、吉浜、泊）が終了。野野

前漁港は、平成29年度完成予

定。蛸ノ浦漁港は、30年度以降

も継続実施予定。

【課題】

・災害復旧工事など関連事業と

の調整が必要

700,000 525,000 175,000 26,708 167,494 146,520 213,982 47,732 50,000 47,564 水産課

◎ S

水産業経営基盤復

旧支援事業【再掲】

漁協などによる養殖施設などの共同利

用施設の一括整備に対する補助

漁協 H23～H29 着手済

【現状】

・事業実施主体が事業実施中

【課題】

・整備した施設の適正管理

水産課

47

○

S

採介藻漁業復旧支

援事業

漁協が行う採介藻漁業の再開に必要な

紫外線海水殺菌装置などの整備に対

する補助

漁協 H24～H25 整理・統合等

【現状】

・№26水産業共同利用施設復

旧支援事業に統合

【課題】

・なし

水産課

　施策カ　持続可能な水産業の仕組みを模索します。

○ H

アワビの里復旧事

業【再掲】

つくり育てる漁業を推進するため、津波

により被災したアワビ生産センターを復

旧

市 H26～H32 着手済

【現状】

・検討の結果アワビ生産セン

ター復旧を見送り、漁協が実施

する種苗放流経費に補助を行

う

【課題】

・アワビ種苗放流を継続し、つく

り育てる漁業を推進する

水産課

△ S

漁業の６次産業化

支援事業【再掲】

漁業者などによる養殖ワカメなどの地

域水産物の新たな販売モデル事業など

の導入実施に対する支援

漁協 H26～H29 着手済

【現状】

・各種支援制度の周知

・ブランド化推進に関する協議

会を開催

・ブランド化推進に関する研修

会へ出席

・平成27年度より地域再生営漁

計画支援事業を実施し、ブラン

ド化推進の取り組みを支援して

いる。

【課題】

・漁協、漁業者と一丸となって事

業展開を図る必要がある

水産課

52

△

H

アサリ増殖場整備

事業

アサリを対象種に資源の増産と持続的

利用を図り、漁家世帯の所得向上と地

域振興を図るための大船渡湾内におけ

る増殖場整備事業（湾内の環境調査を

含む）

・面積：10,000㎡

市 H24～H30 整理・統合等

【現状】

・№追8大船渡湾内干潟造成事

業に統合

【課題】

・なし

水産課
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　2　産業・経済の復興　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

28年度 30年度

事業主体

全体計画

現状と課題

事 業 費(千円）

24年度23年度 29年度

着手済

細分 25年度 26年度 27年度 31年度

進捗状況事業期間

復　興

交付金

事業

区分 事業費(千円）

財源内訳事業名 事業概要

32年度

担当課

追8

○

H

大船渡湾内干潟造

成事業

大船渡湾内に干潟を造成

・面積：2ha

・永浜、清水、蛸ノ浦地区ほか計９カ所

市 H24～H30 着手済 4

【現状】

・平成29年度に行った測量設計

に基づき造成工事に着手

【課題】

・造成適地の選定、最適な工法

の検討

895,798 447,899 89,579 358,320 37,800 20,000 96,000 128,066 418,932 195,000 水産課

方針④　農林業のあり方を検討し、振興策を見出します。

　施策ア　遊休農地の有効利用を踏まえながら、被災した農地などを早期に復旧します。

53

◎

H

農地等災害復旧事

業

津波の浸水による被害農地・農業用施

設の復旧

・堆積土砂撤去、除塩、客土、整地

・農業用道路、水路などの復旧

県 H23～H30 着手済 4

【現状】

・平成24年度復旧面積：15.0ha

・平成25年度復旧面積：5.0ha

・平成26年度復旧面積：1.0ha

【課題】

・復旧済農地の石礫除去

453,739 453,739 271,350 102,875 43,936 5,578 1,000 29,000 農林課

54

◎

H

農業用施設災害復

旧事業

農業用施設の復旧

・農業用道路、水路

県 H23～H25 整理・統合等

【現状】

・No53農地等災害復旧事業に

統合

【課題】

・なし

農林課

55

○

H

農用地災害復旧関

連区画整理事業

（復興基盤総合整

備事業）

生産性・収益性の高い農業の実現のた

め、災害復旧と併せて圃場などを整備

・吉浜地区（大野地区を含む）61ha（う

ち、ほ場整備47ha）を復興交付金事業

で実施

県 H24～H29 着手済 4 有

【現状】

・農業生産基盤整備を施工中

（47ha）

・換地処分予定：H28（大野）

・換地処分予定：H29（吉浜）

【課題】

・事業終了後の営農計画の作

成

1,943,700 1,943,700 20,000 1,000,000 530,000 230,000 82,700 81,000 農林課

56

◎

S

東日本大震災農業

生産対策交付金事

業

被災した農業関連の共同利用施設など

の復旧や共同利用農業機械の導入を

支援

  市農協

農業者の

組織する

団体

H23～ 着手済 4

【現状】

・平成28年度は１団体が事業実

施

【課題】

・なし

199,835 82,959 20,484 61,414 34,978 31,965 119,923 34,057 12,120 1,770 農林課

58

◎

H

小規模農地等災害

復旧事業（県単独

事業）

被災した農地・農業用施設について、

国の災害復旧事業制度の対象とならな

い小規模な災害復旧を支援

・1農家あたり工事費の合計額が13万

円以上

市

受益農家

H23 整理・統合等

【現状】

・被災農地の被害状況を調査し

た結果、事業該当箇所なし

【課題】

・なし

農林課

60

△

H

中山間地域総合整

備事業

農業生産基盤の整備

・三陸町吉浜大野地区

　区画整理　27.1ha

　客土　　　　18.9ha

  暗渠排水　13.5ha

県 H23～H29 整理・統合等

【現状】

・No.55農用地災害復旧関連区

画整理事業（復興基盤総合整

備事業）に統合

【課題】

・なし

農林課

61

△

S

三陸みらい園芸産

地づくり交付金事

業

夏季冷涼で冬季温暖な三陸地域の気

象条件を生かした、高収益施設園芸品

目のハウスなどの生産施設整備を支援

・品目：トマト・いちごなど果菜類・ほうれ

ん草

 農業者で

 組織する

 団体など

  市農協

H24～H26 整理・統合等

【現状】

・県において要綱が決定

・市においては該当なし

【課題】

・なし

農林課

63

◎

H

海岸保全施設災害

復旧事業

被災した農地海岸保全施設に係る応急

的な復旧や、新たな基準に基づく海岸

堤防の復旧・整備を実施

・海岸保全施設：吉浜、沖田、合足

県 H23～H29 着手済 4

【現状】

・沖田：防潮堤復旧工事終了

・合足：堤体工事終了

・吉浜：離岸堤工事終了、防潮

堤復旧工事進捗中

【課題】

・特になし

3,080,612 3,080,612 127,455 40,001 531,404 902,560 1,177,521 74,037 227,634 農林課
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　2　産業・経済の復興　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

28年度 30年度

事業主体

全体計画

現状と課題

事 業 費(千円）

24年度23年度 29年度

着手済

細分 25年度 26年度 27年度 31年度

進捗状況事業期間

復　興

交付金

事業

区分 事業費(千円）

財源内訳事業名 事業概要

32年度

担当課

◎ H

防災集団移転促進

事業【再掲】

居住に適当でないと認められる区域内

にある住居の集団移転の促進

・住民の意向を踏まえて移転促進区域

を設定するほか、住宅団地の整備、移

転者に対する助成などを行う

・住宅団地の規模は5戸以上（移転しよ

うとする住居の数が10戸を超える場合

には、その半数以上の戸数）

・土地利用にあたっては、所有者の意

向を確認しながら遊休農地の活用を図

る

・移転後の跡地については、再び住宅

が建設されて危険が生じることのないよ

う、条例により建築基準法第39条の規

定による災害危険区域として指定する

市 H23～H30 着手済 有

【現状】

・全21地区において事業実施中

・21地区のうち、大船渡地区、

峰岸地区、神坂地区、細浦地

区、小細浦地区、小河原地区、

梅神地区、門之浜地区、泊里地

区、佐野地区、中赤崎地区の一

部、永浜地区、清水地区、蛸ノ

浦地区、田浜地区、港・岩崎地

区、泊地区、浦浜南地区、浦浜

仲・西地区、浦浜東・甫嶺地

区、崎浜地区）で団地整備工事

が完了し、宅地を引渡すととも

に、住宅移転費用の補助、被災

跡地買取りを実施している

【課題】

・特になし

復興政策課

市街地整備

課

　施策イ　地産地消の取り組みを進めるなど、農林業振興を図ります。

64

△

H

むらづくり研修施設

整備事業

（地域防災コミュニ

ティセンター整備事

業）

防災機能を兼ね備えた集会施設整備

（2施設）

・合足地域防災コミュニティーセンター

・甫嶺地域防災コミュニティーセンター

市 H25～H27 整理・統合等

【現状】

市民生活の復興のNo.新「地域

防災コミュニティセンター整備事

業に統合

【課題】

・なし

農林課

67

○

S

木材供給等緊急対

策事業

・市内木材加工会社の生産、電力、熱

利用などの施設整備を支援

・市内木材加工会社を中心にバイオマ

ス燃料の生産、電力、熱利用などの施

設整備を支援

森林組合・

素材生産

業者・木材

加工業者

H23～ 整理・統合等

【現状】

・市においては該当なし

【課題】

・なし

農林課

68

○

S

（仮称）県産木材利

用復興住宅促進事

業

震災により住宅を失った住民が、居宅

を一定割合以上の県産材を使用して建

設する場合などに、地域型商品券や住

宅設備費と交換可能な復興住宅ポイン

トを付与

県 H24～H26 整理・統合等

【現状】

・市民生活の復興のNo.追4生

活再建住宅支援事業（復興住

宅新築補助金）、No.追5生活再

建住宅支援事業（被災住宅補

修等補助金）に統合

【課題】

・なし

農林課

△ S

三陸みらい園芸産

地づくり交付金事

業【再掲】

夏季冷涼で冬季温暖な三陸地域の気

象条件を生かした、高収益施設園芸品

目のハウスなどの生産施設整備を支援

・品目：トマト・いちごなど果菜類・ほうれ

ん草

 農業者で

 組織する

 団体など

　市農協

H24～H26 整理・統合等

【現状】

・県において要綱が決定

・市においては該当なし

【課題】

・なし

農林課

方針⑤　商業の早期再建を図ります。

　施策ア　仮店舗や共同店舗の整備などにより、早期の事業再開を支援します。

74

◎

S

中小企業被災資産

修繕補助事業

中小企業の現有店舗・工場などの修繕

に対する補助

・対象事業者：被災した沿岸地域の中

小小売業者、サービス業者など

・対象経費：災害復旧に伴う修繕に要

する経費

・補助率：1/2以内の額

市 H23～H25 実施済

【現状】

・補助金交付済事業所：38事業

所

（平成29年9月末現在）

【課題】

・特になし

243,212 121,606 121,606 207,711 30,684 4,817 商工課

追

10

◎

S

中小企業被災資産

復旧補助事業

中小企業の滅失した店舗・工場などの

復旧に対する補助

・対象事業者：被災した沿岸地域の中

小小売業者、サービス業者など

・対象経費：被災資産・設備などの復旧

に要する経費

・補助率：1/2以内の額

市 H24～ 着手済 4

【現状】

・平成24年度から平成28年度ま

でに、限度額の見直しによる追

加申請も含め、110事業所133

件が補助決定

平成29年度も、4～5月と10～

11月の2回に分けて申請を受け

付けることとし、1件が補助決定

（平成29年9月末現在）

【課題】

・財源の確保

325,825 162,912 162,913 126,826 95,980 11,982 42,476 35,487 13,074 商工課

18



　2　産業・経済の復興　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

28年度 30年度

事業主体

全体計画

現状と課題

事 業 費(千円）

24年度23年度 29年度

着手済

細分 25年度 26年度 27年度 31年度

進捗状況事業期間

復　興

交付金

事業

区分 事業費(千円）

財源内訳事業名 事業概要

32年度

担当課

◎ H

仮設店舗等貸与事

業【再掲】

中小企業基盤整備機構が建設する仮

設店舗などを市が借り受けて、中小企

業者に転貸

・支援対象：被災した中小企業者

・建物種類：店舗、事務所及び工場

・建設場所：被災事業者が希望する土

地など

　　綾里黒土田総合運動公園駐車場

　　末崎町小細浦地区

　　大船渡町茶屋前地区

　　大船渡町野々田地区　など

・支援期間：原則入居から2年間

中小企業

基盤整備

機構

市

H23～ 着手済

【現状】

・81ヵ所496区画を整備（平成26

年12月末現在）

・完成施設から随時営業を開始

・仮設施設貸与事業の今後の

運営方針を策定（平成27年7

月）

・地権者などの意向により、26

カ所181区画の施設を撤去（平

成29年9月末現在）

・譲渡方針を策定（平成27年11

月）

【課題】

・地権者の意向や公共工事等

のスケジュールに即した施設撤

去の進捗管理

商工課

75

◎

H

多機能型複合施設

整備事業

被災した老人福祉施設を活用した商業

施設などの複合施設の整備

事業者

市

H23～H25 整理・統合等

【現状】

・ある資金支援に応募するも採

択されず、越喜来地区復興委

員会としても施設解体に同意

【課題】

・特になし

長寿社会課

　施策イ　被災した商店街については、防災機能や利便性の向上などを考慮して再整備されるよう支援します。

△ S

津波避難ビル等の

指定【再掲】

浸水想定区域内において構造的要件を

満たす施設を津波避難ビルなどとして

指定

市 H23～ 着手済

【現状】

・津波避難ビル等の指定基準

の策定に着手

・津波復興拠点施設の指定に

ついて検討

【課題】

・民間施設の指定について検討

する必要がある

防災管理室

方針⑥　観光産業の早期再建を図ります。

　施策ア　被災した観光資源・施設を復旧します。

77

○

S 観光施設整備事業

碁石海岸などの観光施設の復旧と今後

の施設整備に係る調査・検討

・案内板の整備

・海水浴場避難路などの検討.

市 H23～ 整理・統合等

【現状】

・№81国立公園の再編事業（三

陸復興国立公園の創設を核と

したグリーン振興）に統合

【課題】

・特になし

観光推進室

　施策イ　観光関連イベントを復活するほか、復興に係るキャンペーンを実施します。

　施策ウ　農漁業体験などによる新たな観光振興を図ります。

　施策エ　平泉の「世界文化遺産」登録や「ジオパーク」認定と連動した誘客活動を実施します。

86

△

S

広域連携観光振興

事業

岩手県観光協会など広域で連携した観

光宣伝や観光客誘致を実施

・岩手県観光協会

・三陸復興国立公園協会

・三陸・けせん観光協議会

・三陸ジオパーク推進協議会

・東北都市観光協議会

  （平成28年3月31日解散）

・黄金王国推進委員会

（平成27年3月31日解散）

協議会など H23～ 着手済 1

【現状】

広域での観光宣伝などに市が

参画

【課題】

・団体間における事業内容の重

複の解消

15,638 15,638 1,840 1,034 1,050 2,030 1,944 2,043 2,175 1,174 1,174 1,174 観光推進室

△ H

博物館常設展示改

修事業【再掲】

・津波災害を普及、継承するため、エン

トランスホール、シアター、荒れ狂う海・

津波コーナーなどを改修し、明治三陸

津波、チリ地震津波、東日本大震災の

資料、映像、写真などを展示

・平成25年9月に日本ジオパークに認定

された「三陸ジオパーク」の情報や資源

価値などを展示

市 H24～ 着手済

【現状】

・「三陸ジオパーク」のミニコー

ナーを開設し、ジオパークをＰＲ

するパネルの展示、関係パンフ

レット等の配布を実施

・津波災害に係る資料、情報な

どを収集するとともに、展示内

容を検討中

【課題】

・資料及び情報の収集・選択・

評価に一定期間が必要である

・関係機関との展示内容の調整

博物館

方針⑦　地場産業の活力により、産業・経済を活性化します。

　施策ア　既存企業の再生を支援します。
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　2　産業・経済の復興　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

28年度 30年度

事業主体

全体計画

現状と課題

事 業 費(千円）

24年度23年度 29年度

着手済

細分 25年度 26年度 27年度 31年度

進捗状況事業期間

復　興

交付金

事業

区分 事業費(千円）

財源内訳事業名 事業概要

32年度

担当課

87

◎

S

中小企業融資あっ

せん事業

事業資金を融資するため、各金融機関

へ原資を預託

・運転資金：限度額 3,750万円

・設備資金：限度額 3,750万円

・開業資金（運転・設備）：限度額 1,250

万円

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・平成23年度～平成29年度の

融資実行件数：842件（平成29

年9月末現在）

・平成29年度融資実行件数:57

件（平成29年9月末現在）

【課題】

・融資制度利用の周知

3,420,000 3,420,000 405,000 305,000 312,000 432,000 380,000 318,000 308,000 320,000 320,000 320,000 商工課

88

△

S 中小企業振興事業

中小企業者で組織する団体などの実施

事業に対する補助

・対象事業：異業種交流、新商品開発

促進、販売促進、人材養成など

・補助率：対象経費の1/2以内

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・平成24年度交付件数：3件

・平成25年度交付件数：6件

・平成26年度交付件数：8件

・平成27年度交付件数：6件

・平成28年度交付件数：8件

・平成29年度交付決定件数：9

件（平成29年9月末現在）

【課題】

・適切な補助対象の検討

29,135 29,135 1,585 2,448 3,798 2,630 3,013 3,661 4,000 4,000 4,000 商工課

89

○

S 中小企業対策事業 ・広報紙「しおさい」の発行 市 H23～ 着手済 1

【現状】

・大船渡商工会議所へ委託して

「しおさい」を発行

【課題】

・広報しおさい配布先等の継続

検討

21,900 21,900 2,912 2,912 2,912 2,912 2,552 1,500 1,550 1,550 1,550 1,550 商工課

90

◎

S

中小企業融資補給

事業

融資を利用した中小企業者へ保証料及

び利子を補給

・中小企業融資保証料の負担

・中小企業融資利子補給の実施

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・市融資制度利用事業所へ

1.5％の利子補給を実施

・保証料を全額負担

【課題】

・融資制度利用の周知

647,345 8,694 638,651 78,823 54,440 54,043 51,002 49,035 47,002 70,000 81,000 81,000 81,000 商工課

追

10

◎

S

中小企業被災資産

復旧補助事業

【再掲】

中小企業の滅失した店舗・工場などの

復旧に対する補助

・対象事業者：被災した沿岸地域の中

小小売業者、サービス業者など

・対象経費：被災資産・設備などの復旧

に要する経費

・補助率：1/2以内の額

市 H24～ 着手済

【現状】

・平成24年度から平成28年度ま

でに、限度額の見直しによる追

加申請も含め、110事業所133

件が補助決定

平成29年度も、4～5月と10～

11月の2回に分けて申請を受け

付けることとし、1件が補助決定

（平成29年9月末現在）

【課題】

・財源の確保

商工課

91

◎

S

被災工場再建支援

事業

被災した企業の工場などの再建に対す

る補助

・被災前常用雇用者30人以上の企業

・補助率：1/10

・上限5,000万円（100人以上は1億円）

市 H23～H24 整理・統合等

【現状】

・申請なし

【課題】

・各種補助事業に該当しない事

業者への支援

商工課

92

○

S 物産販路拡大事業

大船渡市の物産の需要拡大を図るた

め、各種物産展の開催や出展参加

・物産展への出展参加

・食品見本市や、いわて・三陸けせん希

望ストリート開催の負担金

・物産パンフレット・チラシの印刷

・アンテナショップ開設の調査研究

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・各地での各種物産展の開催

や出店を展開

・震災後、東京、名古屋、大阪

をはじめ、全国各地での被災地

支援イベントへ参加

【課題】

・被災地支援などでの交流を機

に販路開拓につなげる必要が

ある

25,721 1,189 24,532 1,467 2,387 2,473 3,158 3,110 2,970 2,926 2,410 2,410 2,410 観光推進室

　施策イ　地場産業の連携・高度化や新たな分野での起業などを支援します。

94

△

S

いわてものづくり産

業人材育成事業

県内陸地域と沿岸・県北地域のものづ

くりネットワーク間の連携強化と産業集

積を支える高度な産業人材の育成を支

援

県 H23～ 着手済 1

【現状】

・県内5つのものづくりネットワー

クが、各地域の工業高校の実

技講習の実施をサポートしてい

る

【課題】

・実施状況についての情報共有

商工課

　施策ウ　北里大学など関係機関との産学官連携の取り組みを推進します。
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　2　産業・経済の復興　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

28年度 30年度

事業主体

全体計画

現状と課題

事 業 費(千円）

24年度23年度 29年度

着手済

細分 25年度 26年度 27年度 31年度

進捗状況事業期間

復　興

交付金

事業

区分 事業費(千円）

財源内訳事業名 事業概要

32年度

担当課

◎ S

北里大学海洋生命

科学部早期再開促

進事業【再掲】

北里大学海洋生命科学部三陸キャン

パスの早期再開に向けた取り組みを関

係機関とともに積極的に展開

市 H23～ 着手済

【現状】

・平成25年10月に北里大学三陸

キャンパス活用検討協議会を設立

・平成26年4月1日に北里大学が、

北里大学海洋生命科学部附属三

陸臨海教育研究センターを開設

・三陸臨海教育センターでの学生

及び教職員の活動を支援するた

め、平成26年7月に「大船渡市北里

大学海洋生命科学部附属三陸臨

海教育研究センター活動支援補助

金交付要綱」を策定→平成26年以

降、毎年夏期に海洋生命科学部が

海洋実習を実施

・三陸臨海教育センターの施設整

備を支援するため、平成27年4月

「大船渡市北里大学海洋研究拠点

施設整備費補助金交付要綱」を策

定→平成27年4月から三陸臨海教

育センターの施設整備を実施し、7

月に完了

・平成29年3月、大船渡市北里大学

海洋生命科学部三陸キャンパス早

期再開期成同盟会の組織･機能を

北里大学三陸キャンパス活用検討

協議会に一本化した。

【課題】

・三陸キャンパスの活用促進

・上記以外の支援内容

企画調整課

95

○

S

産学官連携交流促

進支援事業

北里大学及び岩手大学と産学官連携

に関する協議の場を設けるとともに、市

内事業所などの復旧状況を見据えなが

ら共同研究事業を支援

〔共同研究補助〕

・大学と市内事業所

・補助率：2/3

・上限120万円

市 H23～ 着手済 1

【現状】

・共同研究事業について、補助

金交付済

・平成24年度実績：2件

・平成25年度実績：1件

・平成26年度から共同研究先に

岩手大学を追加

・平成26年度実績：3件

・平成27年度から北里大学全

学部を共同研究先とした

・平成27年度実績：3件

・平成28年度実績：5件

・平成29年度交付決定件数：5

件

【課題】

・北里大学・岩手大学と市内企

業による共同研究事業の実施

形態・内容について検討する必

要がある

40,200 40,200 2,400 1,200 3,600 3,600 6,000 5,400 6,000 6,000 6,000 商工課

◎ S

北里大学海洋生命

科学部施設利用促

進事業【再掲】

北里大学海洋生命科学部三陸キャン

パス内施設（体育館、グランドなど）や

設備（海水ポンプ、水槽施設など）の利

用を積極的に促進

市 H23～ 着手済

【現状】

・体育館やグランドなどの施設

は、地元小・中学校や市内のス

ポーツ少年団が活用している

【課題】

・特になし

企画調整課
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